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Ｑ１
　各種計画の作成過程で開催される審議会等

の予定や議事録をホームページに掲載し、「情

報共有」することが「市民参加と協働」をより一層

促すうえで有効ではないか。

⬇

Ａ１
　議事録のホームページへの掲載について

は、芦別市まちづくり基本条例第７条第２項

に規定されておりますが、審議会等によっては、特

定の個人や法人等に関わる事項に関して審議する場

合もあり、芦別市情報公開条例第７条の規定に基づ

く非公開情報が議事録に含まれていることもあるた

め、法令で議事録の公開に関する規定がある場合を

除き、原則として、ホームページでは公開しない取

扱いとしています。

　また、審議会等の予定についてですが、「総合計

画審議会」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

に係る推進会議については、傍聴可能であることか

ら、事前に日程を周知しましたが、本市の条例等で

「会議を公開する」旨が規定されているものの、こ

れまで事前周知を行っていなかった審議会等につい

ては、今後、傍聴可能な審議会等への市民参加を更

に促すため、関係部署と連携を密にし、会議日程を

事前にホームページに掲載してまいります。

Ｑ２
　温泉入浴券は本人以外使用禁止とされてい

るが、せめて家族分だけでも使用できないか。

⬇

Ａ２
　温泉入浴券の交付事業は、市内の高齢者や

身体に障がいのあるかたに対して温泉入浴券

を交付し、外出機会を増やすことで、社会参加や交

流の機会を提供し、健康増進と身体機能の回復を支

援することを目的としておりますので、家族間で

あっても譲渡等による利用は制度上困難なことをご

理解願います。

Ｑ３
　冬場や雨天時に利用できる幼児、子ども向

けの室内の遊び場があればいいと思う。

⬇

Ａ３
　市内における室内の遊び場について、子ど

もセンターつばさには、施設内の１階に、18

歳までのかたが無料で自由に遊べる児童センター

（体育室と集会室）があり、体育室ではトランポリ

ンやボール遊び、集会室では絵本やおもちゃで遊ぶ

ことができます。また、総合体育館には、プレイルー

ムを設けていますが、基本的に大会等に参加する子

ども連れの競技者に対するフリースペースを想定し

ており、一般利用者向けとして遊具の備え付けをし

ていないところです。

　　このほか、旭町油谷の油谷体育館に、子ども向け

のキッズランドが併設されています。このキッズラ

ンドは、ミキハウス子育て総研の「ウェルカムベビー

のお宿」に認定された芦別温泉スターライトホテル

（油谷体育館に隣接）併設のスペースで、ボールプー

ルや滑り台、絵本が用意されておりますが、利用に

ついては、宿泊もしくは日帰り入浴の方（未就学児

のみ無料。）のみ可能となっており、キッズランド

のみの利用はできませんので、ご留意ください。

Ｑ４
　令和７年度より、市外から芦別高校へ通学

する生徒も修学奨励費の受給対象となること

を知った。他市の高校に入学する生徒にも平等に、

タブレット購入費半額助成、どんぐり券10万円を

支援してほしい。

⬇

Ａ４
　芦別高校の２間口の維持・確保を図ること

を目的として、令和７年度から芦別高校に入

学する生徒の保護者には、市外に居住している場合

でも修学奨励費補助金（どんぐり商品券10万円相

当分）を交付するほか、新たに学習用タブレットや

「まちづくり意見はがき」の 回答を
公表します

　令和６年10月から令和７年３月末までにいただきま

した「まちづくり意見はがき」等の主なご意見と回答内

容をお知らせいたします。

　なお、紙面の都合上、内容については原文を要約して

掲載させていただいておりますのでご了承ください。
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　市では市民の皆さんから寄せられるさまざまな意見や要望を伺い今後のまちづくりに反映するた

め、まちづくり意見はがきの他、市役所１階に設置してあります市民の意見箱、メールや手紙等で意

見を募集しています。

●問い合わせ／秘書係☎27-7065

ノートパソコンなどの購入費に対し５万円を上限

に、その購入費の２分の１を助成金として交付する

ことを決定しました。

　　また、他市の高校に入学する生徒の保護者への支

援についてですが、現在、市では、芦別高校のほか、

私立の星槎国際高校の入学生に対しても支援を行っ

ております。星槎国際高校については、市が誘致し

た学校ということもあり、入学生を確保するための

支援策として、１人当たり３万円の修学奨励費補助

金を交付しております。ご要望の趣旨は理解いたし

ますが、市の方針として、芦別高校と星槎国際高校

以外の支援についての考えは現時点で持ち合わせて

いないところです。

Ｑ５
　市内には塾がなく、通う場合は滝川市まで

行かなければならないため送迎も大変であ

る。他市では授業料無料の塾を開設してくれている

ため、小学校高学年から中学生が通える塾を開いて

ほしい。

⬇

Ａ５
　本市における子どもたちへの学びの支援と

しては、市費負担により、学習サポート教員

や学習支援員を各小中学校に１人ずつ配置し、児童

生徒の基礎学力の向上、学習につまずき感のある児

童生徒への個別指導などを行っているほか、長期休

業期間中においては、各小中学校による「補充的な

学習会」の実施や、教育委員会主催による小学生を

対象とした「やさしいサポート教室」を実施するな

ど、子どもたちの学びの支援を行っています。

　　また、小中学校においては、学習スタイルを統一

した「芦別スタンダード」を実施し、授業改善を図っ

ているほか、小中一貫教育協議会では、小中学校の

教員が校種を問わず、お互いに交流しながら、小中

学校９年間を見通した個別最適な学びのあり方など

について研究し、児童生徒の学力の定着や向上を

図っています。

　　これらの取組を今後も継続しながら、子どもたち

への学びの支援のあり方として、公設塾の開設につ

いて検討してまいりたいと考えております。

Ｑ６
　市役所が建っているブロックのまわりの歩

道や、総合福祉センター前の市役所側の歩道

は除雪がされていない。徒歩でこれらの施設を利用

する人はほとんど車道を歩かなければならず、危険

なので歩道の除雪をしてほしい。
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Ａ６
　市役所及び総合福祉センター側に整備され

ている歩道については、幅が狭いことから歩

道用の除雪機械が作業することができない状況と

なっています。

　　そのため、市としても縁石から縁石までの車道部

分を最大限に除雪することで車道幅を確保し、歩行

者はその歩道側を歩行していただくよう対応してい

ます。

　　なお、道路の堆雪状況によっては、歩道までの排

雪を実施しておりますのでご理解願います。

Ｑ７
　ＳＮＳに市の職員と思われる者が無償で制

作物の依頼を受付けているが、これは副業に

あたり、公務員は制限されるものではないか。また、

無償で行うことは、それを生業としている方に影響

を及ぼすのではないか。今後も続けるのであれば、

副業を認める対応を検討した方が良いのではないか。

⬇

Ａ７
　市職員は原則、副業（地方公務員において

副業については「兼業」と表現しております

ので、以下「兼業」といたします。）については制

限されており、許可なく①営利団体の役員を兼ねる、

②自ら営利企業を営む、③報酬を得て事業又は事務

に従事することが出来ないと地方公務員法に定めら

れていますが、公務の能率確保、職務の公正の確保、

職員の品位の保持を条件に一部兼業を認める場合が

あります。今回は、兼業に当たるのではないかとの

ご指摘ですが、上記①②③に該当するものではない

ため、兼業に当たるものではないと判断しています。

　　また、無償で行うことについては、趣味の範疇で

行っていることであり、市として影響を判断するも

のではないと考えております。

　　そのため、兼業を認める対応については、現状で

は特に対応する予定はないことをご理解願います。


